
 

いじめ防止授業地域公開講座より学ぶ 

校長 荒井令子 

 ６月１日に実施した「いじめ防止授業地域公開講座」に多くの保護者の皆様に御参加頂きまして

有り難うございました。２時間目にいじめに関する道徳授業公開、３時間目は、両国小学校 PTA会

長 弁護士 岡田卓巳様に、「いじめ防止のために周りの大人ができること」という演題で御講演を

して頂きました。弁護士という立場からのお話は、参会の保護者の皆様にとって法的にどのような

結末になるのか現実味があり、考える良い機会になったようです。 

 保護者の皆様から頂いた御意見を紹介します。 

○「子供の SOSはとても分かりにくい」というお話が印象的で、子育てに際して気をつけなければならないなあと

思いました。 

○いじめと言うと、子供同士の問題と捉えがちですが、いじめが起こる前から大人たちがすべきことがあるという

事も知ることができました。 

○「いじめ発見チェックシート」（http://stopijime.jp「ストップいじめ！ナビ」）の内容は心に留めて、子供と接

していこうと思います。また、加害者にもならないよう、自宅でも話す場を作ってみようと考えています。友達

の気持ちを考えない行動や発言がまだまだ我が子にもありますので、相手の立場に置き換えて考える練習もして

いきたいです。 

○自分の子供をいじめの加害者にしないためには、まず自分からというお話では、親の言動こそ気をつけなければ

と身が引き締まりました。 

○心に残った言葉は「大人の差別意識を子供に伝染させない」です。子供は大人の言葉や話を聞いていないようで

聞いています。子供は、そのような大人を見聞きして、「あのようにしていいんだ」と思うようになります。まず

は大人から自分たちの言動を見直さないといけないと思います。 

○我が子に、いじめがどうして悪いことなのか、命の大切さ、心の痛み、傍観者の立場でも周りの大人に相談する

ことで、いじめは早期解決へと導くことができると伝えてみました。もしも、我が子がいじめについて話し始め

た時は、話を遮らず、最後までじっくりと話を聞き「私たちが絶対にあなたを守る」という気持ちを伝えたいと

思います。 

○保護者側も、「いじめ」に気づく訓練や心構えを養っておかねばならない話は、本当に目からウロコで大変参考に

なりました。 

○我が子が被害者、加害者になった時の子供の異変やサインに気付けるように日頃から子供と十分にコミュニケー

ションを図っていきたいと思いました。 

○日々忙しく過ごす保護者は、深く考える機会が少ないかもしれないので、今回、紹介していただいた「いじめ発

見チェックシート」を活用して、年に１回でも保護者の方に記入・提出してもらうことで、いじめについて子供

に向き合える事が出来るのではと思いました。 

 本校は、「いじめはいつでもどこでも起こりうるもの」と認識しています。だからこそ、いじめの

被害者、加害者にならないように、周りの大人（教職員・保護者）が子供たちの微弱な SOSに気づ

き、子供たちが安心して学び合える環境を整えることが、周りの大人ができることと考えます。 
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 教育目標  ○思いやりのある子  ○深く考える子  ○たくましい子 
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７月の生活目標  身の回りの整理整頓 

生活指導主任 菅野 拓郎   

  もうすぐ子供たちが楽しみにしている夏休みが始まります。夏休み前には、これまでの学習のまとめをして、

学習道具の整理もします。夏休みに使わない物は御家庭に持ち帰りますので、記名の確認や補充等をお願いしま

す。また、御家庭でも自分で身の回りの整理整頓ができるよう、励ましてあげてください。 

あわのの自然を堪能した移動教室                          

  ５年生担任 吉川 修平 

５月２９日から２泊３日、栃木県鹿沼市であわの移動教室を実施しました。 

１日目。バスに揺られわんぱく公園へ。広い芝生を走ったり、譲り合いながら遊具で遊んだりして楽しみまし

た。学園に着くと、早速マスつかみです。プールの中を悠々と泳ぐマスを、一生懸命捕まえました。続いて、河

原へ出発。川の水の綺麗さにびっくりした子供たち。川に入って、水の冷たさにまたびっくり。捕まえたマスは

塩焼きにしていただきました。マスをおかわりしようと、真剣にじゃんけんする子供たちでした。 

 ２日目はハイキングを行いました。遙か遠くに目的地の象の鼻が見えると、「歩けるかなぁ。」と一気に不安

な様子。急な山道を、友達と励まし合いながら歩きました。広い湿原に出ると、子供たちは思わず「やっほー」

と叫んでいました。事前学習のテーマであるツツジがきれいに咲いていて、目を輝かせていたことも印象的です。

目的地の象の鼻に到着し、達成感を味わいました。 

 ３日目はあわのの竹を使って箸作りをしました。小刀で竹を削るのも、しだいに上手になりました。世界に１

膳だけの箸が完成すると、とても満足そうでした。帰りは、栃木県こども総合科学館へ立ち寄りました。楽しみ

ながらも「何でこうなるんだろう？」という疑問を沢山見付けられた様子でした。 

 この他に、キャンプファイヤーや肝試しなど、教室ではできない体験をし、とても充実した三日間になりまし

た。天気が良かったのは、実施までの準備を頑張った５年生へのプレゼントですね。 

 

 セーフティ教室                   生活指導部 関口 喜樹 
 
 ６月２２日（土）に、セーフティ教室が開かれました。本所警察署の方から、不審者対応について教えていた
だきました。腹話術を生かしたお話で、子供たちは楽しみながら学んでいました。 
「（知らない人について）行かない」「（知らない人の車に）乗らない」「大声でさけぶ」

「すぐ逃げる」「知らせる」の頭文字を取った「いかのおすし」を守ることの大切さ、知

らない人と話をするときの距離などを学び、最後に代表児童によるロールプレイが行わ

れました。不審者役の警察の方に話しかけられたら、大声でさけび、すぐに逃げること、

相手と距離をとることを実践できました。高学年では、インターネットやメールの適切

な使い方を教えていだだきました。「（ネットで呼び出されても外に）行かない」「（面白

そうや誘いに）のらない」「親やおうちの人と一緒にやる」「（何か変だなと思ったら）す

ぐにやめる、電源を切る」「（おうちの人先生に）知らせる」など、インターネット版の

「いかのおすし」も教えていただきました。 

 

 
◆夏季休業中の施設工事について◆ ※校庭や体育館の開放はありません。 

子供たちにとってより快適で安全な施設とするため、今年度も工事が行われます。校内への出入り等で御迷惑

をおかけいたしますが、御理解・御協力のほどよろしくお願いいたします。 

○屋上防水シート改修  ○プール腰洗い場・通路防水工事  ○電気設備工事  ○防煙シャッター改修  

※８月９日（金）～１９日（月）は学校閉庁期間になっており、教職員は出勤いたしませんが、緊急時の連絡は

可能です。（受付と警備は８時３０分から２１時まで常駐しておりますので、御連絡ください。） 


